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緒 言

多くの保健師が保健事業の展開過程で事務
系職員と意見が異なる倫理的ジレンマに遭遇

疾病構造
少子高齢化

保健活動の多様化

統括保健師への
期待が大きい

事務職との連携
が欠かせない

事務職との連携にあたり保健師が行っている
工夫に関する先行研究なし

結果と考察
市町村に勤務する50歳代女性2名
保健師経験年数は平均29.0年（課長1名、係長1名）

所属市町村の人口は1万人未満1名、3万人未満1名
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事務職との連
携における難
しさ

事務職の熱意や考え方・得意な部分の個人差
事務職の職位によって対応が異なる
事務職の上司に保健師の仕事の理解を得る
事務職の異動で説明を一からやり直す
事務作業の増加で保健指導の時間が削られる

互いの役割を
活かした連携

住民目線の貴重な意見をもらい一緒に考える
保健師だけでは稼働がとれない部分を連携
事務職との連携による抜け目のない支援
切り札となる法的根拠を示し主担当で動いてもらう
事務職が得意とする仕事を理解
連携の体験からその大切さをつかむ

表１．保健師と事務職の連携における課題と工夫

対象

【事務職との連携における難しさ】

〈事務職の熱意や考え方・得意な部分の個人差〉
〈事務職の職位によって対応が異なる〉

〈事務職の上司に保健師の仕事の理解を得る〉
〈事務職の異動で説明を一からやり直す〉

連携が
うまくいかないと…

〈事務作業の増加で保健指導の時間が削られる〉

保健師側から
事務職に歩み寄っていく

連携が
円滑になる

保健師の専門性を活かした
効果的な保健事業の展開にもつながる

事務職との連携の課題と難しさ

体験を通して学びながら
連携の技術をつかみ、
体制整備につなげていくことの重要性

【互いの役割を活かした連携】

〈住民目線の貴重な意見をもらい一緒に考える〉
〈保健師だけでは稼働がとれない部分を連携〉
〈事務職との連携による抜け目のない支援〉

〈事務職が得意とする仕事を理解〉
〈連携の体験からその大切さをつかむ〉

保健師と事務職の連携の工夫とあり方

【保健師の連携を重視する姿勢】

〈仕事は一人ではできない〉
〈組織を越えて事務職と連携するスタンス〉

【事務職との連携を促進する打ち合わせ】

〈人が変わっても繰り返し説明し方向性を共有〉
〈打ち合わせの参集範囲の判断〉
〈顔の見える綿密な打ち合わせ〉

〈現場に出向き住民の生の声から現状共有〉
〈切り札となる法的根拠を示し主担当で動いてもらう〉【事務職の理解を得る伝え方】

〈保健活動の結果はすぐ表れないが
数値で求められることへの対応〉

〈保健師の関わりが全てではないが成果との関係を見せる〉
〈簡潔で目を引きわかりやすい伝え方〉

連携の基盤づくり

〈目標に向かって役割分担しPDCAサイクルを意識〉
〈リーダーとして目標や仕事の姿勢を示し共有〉
〈日常の対話を重視した職場の雰囲気づくり〉

事務職との連携の工夫を明らかにしたこと
で、連携により保健事業を効果的かつ効
率的に行うことができる可能性も示された

結 論

1)事務職の熱意や考え方・得意な部分の個人差

など連携における難しさはあるが、保健師は連
携を重視する姿勢を持ち、連携の体制づくりを
行っていた。

2)事務職との連携の工夫として、理解を得るた

めのわかりやすい伝え方、連携を促進する打ち
合わせを綿密に行っていた。

3)事務職と保健師の互いの役割を活かした連携

を図ることで保健事業の効果的かつ効率的な展
開につながる可能性が示唆された。

方 法

1. 対象者の属性：年齢、性別、保健師経験年数、現在
の職位、所属市町村の人口

2. インタビュー内容

① 事務職と連携してよかったこと

② 事務職との連携で大変だったこと・その場面

③ 事務職との連携で心がけていることや工夫

④ その他事務職との連携で感じていること

研究対象

調査方法

調査内容

• 市町村に勤務し事務職との連携について経験豊富
な係長職以上の管理期保健師2名

• 半構成面接法による質的記述的研究とした。
• 2017年8～9月、保健センター内の個室を借用し、学

生２名が保健師１名に対し60分程度のインタビューを
行った。内容は対象者の承諾を得て録音した。


